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ペ
ル
ー
へ
の
契
約
移
民
を
通
し
て
見
た
女
性
移
民
の
位
置
と
役
割

け杉

田

禾ll

夫

ペルーへの契約移民を通して見た女性移民の位置と役割

は
し
め
に

一
　
ベ
ル
ー
へ
の
女
性
移
民
の
渡
航

二
　
女
性
移
民
数
の
変
遷

三
　
女
性
移
民
の
労
働
収
入

四
　
ま
と
め

は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
、
女
性
移
民
に
関
し
て
は
、
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
「
写
真
結
婚
」
「
戦
争
花
嫁
」
と
い
っ
た
言
葉
で
象
徴
さ
れ
る
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
研
究
上
で
の
蓄
積
も
着
実
に
重
ね
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
研
究
に
啓
発
さ
れ
な
が
ら
も
、

そ
う
い
っ
た
特
別
の
用
語
を
伴
わ
な
い
ご
く
普
通
の
契
約
移
民
と
し
て
海
外
に
渡
っ
た
女
性
移
民
が
、
日
常
的
な
労
働
の
う
え
で
果
た
し

た
基
本
的
な
役
割
に
焦
点
を
あ
て
て
み
よ
う
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
契
約
移
民
の
労
働
と
社
会
的
上
昇
の
プ
ロ
セ
ス
を
モ
デ
ル
化
す
る
と
、

契
約
耕
地
に
お
け
る
労
働
、
都
市
部
で
の
労
働
、
そ
し
て
比
較
的
大
規
模
な
商
業
な
い
し
農
業
経
営
と
い
っ
た
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
考
え
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ら
れ
る
。
女
性
労
働
は
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
最
初
の
契
約
耕
地
労
働
の
局

面
に
限
定
し
て
、
ペ
ル
ー
へ
の
契
約
移
民
の
事
例
に
基
づ
き
、
女
性
移
民
の
労
働
が
占
め
た
位
置
と
役
割
と
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
　
ペ
ル
ー
へ
の
女
性
移
民
の
渡
航

　
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
ペ
ル
ー
・
日
本
間
の
外
交
関
係
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

ペ
ル
ー
側
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ア
ウ
レ
リ
オ
・
ガ
ル
シ
ア
・
イ
・
ガ
ル
シ
ア
に
対
し
て
外
務
大
臣
ホ
セ
・
デ
・
ラ
・
リ
バ
・
ア
グ
エ
ロ
が
与

え
た
「
使
節
の
目
的
及
び
指
令
書
」
を
一
読
す
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
が
、
こ
の
外
交
使
節
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
欠
乏
し
が
ち
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

労
働
力
と
し
て
中
国
人
・
ア
ジ
ア
人
を
確
保
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
結
果
的
に
現
実
の
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
明
治
の

初
期
、
二
度
に
わ
た
り
ペ
ル
ー
へ
の
日
本
人
労
働
者
の
導
入
が
具
体
的
に
計
画
さ
れ
、
一
度
は
旅
券
ま
で
発
給
さ
れ
な
が
ら
、
突
然
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

府
が
渡
航
を
禁
じ
た
た
め
に
損
害
賠
償
の
訴
訟
事
件
に
ま
で
発
展
し
て
い
た
こ
と
な
ど
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ペ
ル
ー
へ
の
日
本

人
移
民
と
い
え
ば
、
一
八
九
九
年
の
佐
倉
丸
に
よ
る
七
八
O
人
程
の
集
団
契
約
移
民
を
そ
の
嗜
矢
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
い

わ
ゆ
る
「
第
一
航
海
」
で
は
、
移
民
会
社
に
雇
用
さ
れ
た
数
人
の
女
性
の
姿
が
見
ら
れ
た
が
、
契
約
移
民
は
全
て
男
性
で
あ
っ
た
。
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

八
五
年
に
開
始
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
ヘ
の
官
約
移
民
の
場
合
、
「
男
子
労
働
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
女
子
労
働
者
が
す
く
な
い
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
第
一
回
渡
航
者
八
三
四
名
中
、
約
二
割
に
あ
た
る
一
五
八
名
の
女
性
が
含
ま
れ
て
お
り
、
官
約
移
民
の
終
了
す
る
一
八

九
四
年
ま
で
の
都
合
二
六
回
の
航
海
で
渡
航
し
た
二
八
、
九
九
五
名
の
う
ち
、
一
七
％
に
あ
た
る
五
、
七
三
九
名
が
女
性
移
民
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
官
約
移
民
か
ら
私
約
移
民
に
移
行
し
た
一
八
九
四
年
か
ら
九
七
年
ま
で
の
四
年
間
に
移
民
会
社
の
扱
い
で
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
契
約

移
民
の
総
数
は
、
一
〇
、
三
八
九
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
女
性
は
一
、
七
三
〇
名
で
、
官
約
移
民
時
代
同
様
、
女
性
移
民
の
占
め
た
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

合
は
一
七
％
程
で
あ
っ
た
。
図
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
ペ
ル
ー
向
け
契
約
移
民
に
先
行
し
て
移
民
送
出
が
行
わ
れ
て
い
た
ハ
ワ
イ
の
場
合
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麗］渡航者数

＋　女性移民の割合

30％

　　図1　ハワイ官約・契約移民渡航数と女性移民の割合
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に
は
、
移
民
数
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
恒
常
的
に
二
割
前
後
の

女
性
移
民
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
ペ
ル
ー
向
け
契
約
移
民
の
場
合
に
も
、
女
性
の
渡
航
そ
の
も
の

が
全
く
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
移
民
の
取
り
扱
い

を
始
め
た
森
岡
真
が
当
時
の
外
務
大
臣
西
徳
二
郎
に
、
「
本
契
約

書
二
妻
ノ
給
料
及
積
金
額
等
ヲ
載
セ
サ
ル
ハ
弊
商
会
力
雇
主
ト
ノ

契
約
ノ
精
神
ハ
専
ラ
男
子
ヲ
主
ト
シ
女
子
ハ
契
約
人
員
外
ノ
モ
ノ

ト
見
認
シ
タ
ル
カ
為
ナ
リ
妻
ヲ
携
ヘ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ノ
渡
航
費
ヲ
可
成
低
廉
ニ
シ
テ
之
ヲ
自
弁
セ
シ
ム
ル
積
ナ
リ
」
と

記
し
た
よ
う
に
、
ペ
ル
ー
側
と
の
契
約
が
男
性
労
働
者
に
限
ら
れ

て
お
り
、
女
性
の
契
約
移
民
に
つ
い
て
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
男
性
労
働
者
の
み
を
導
入
す
る
と
い
う
方
針
は
、
日
本

人
移
民
に
先
行
し
て
ペ
ル
ー
に
導
入
さ
れ
て
い
た
中
国
人
苦
力
に

対
し
て
と
ら
れ
た
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
っ
た
。
一
方
、
北
米
、

ハ
ワ
イ
で
日
本
人
移
民
の
入
国
が
次
第
に
問
題
化
し
て
い
た
状
況

を
背
景
に
、
日
本
政
府
は
新
た
な
移
民
送
出
先
と
し
て
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
日
本
人
移
民
が
し

か
る
べ
き
待
遇
を
受
け
得
る
か
ど
う
か
は
、
近
代
国
家
を
標
榜
す

る
明
治
政
府
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
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情
に
つ
い
て
の
調
査
を
機
密
裡
に
命
じ
ら
れ
た
室
田
弁
理
公
使
は
大
隈
重
信
外
務
大
臣
に
対
し
報
告
書
を
送
付
し
、
「
右
（
移
民
契
約
”
著

者
注
）
各
條
ノ
訂
正
等
二
対
シ
テ
ハ
森
岡
代
理
人
ト
雇
主
ノ
間
協
議
相
整
候
得
共
猶
小
官
ハ
第
十
一
條
二
記
載
ノ
妻
女
ヲ
同
伴
ス
ル
時
ハ

其
渡
航
費
若
干
ヲ
雇
主
ヨ
リ
支
出
セ
シ
メ
其
妻
女
ヲ
シ
テ
自
由
渡
航
者
タ
ル
ノ
嫌
ヲ
避
ケ
夫
妻
等
均
シ
ク
契
約
労
働
者
中
ノ
範
囲
内
二
置

ク
（
中
略
）
必
要
ヲ
認
候
庭
右
両
條
ヲ
加
フ
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
契
約
書
全
膿
二
関
係
ヲ
及
シ
雇
主
二
封
シ
協
議
ノ
困
難
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
回
渡
航
中
ニ
ハ
妻
女
同
伴
者
ヲ
募
集
セ
ザ
ル
考
ニ
シ
テ
」
と
書
き
送
り
、
女
性
移
民
も
ペ
ル
ー
渡
航
に
際
し
て
は
男
性
同
様
の
契
約
労

働
者
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
考
え
を
披
渥
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
、
第
一
回
航
海
で
は
ペ
ル
ー
側
の
意
向
に
添
う
形
で
、

女
性
労
働
者
が
渡
航
す
る
こ
と
も
、
ま
た
家
族
と
し
て
同
行
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
第
一
回
移
民
の
結
果
が
い
か
に
惨
憺
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
半
ば
伝
説
化
さ
れ
諸
書
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
が
、
結
局
、
日
本
人
側
の
知
識
の
欠
如
、
耕
主
側
の
日
本
人
に
対
す
る
扱
い
の
悪
さ
な
ど
が
重
な
っ
て
、
多
数

の
死
亡
者
を
出
し
た
ほ
か
、
耕
地
を
逃
亡
す
る
者
が
後
を
絶
た
ず
、
そ
の
定
着
率
は
極
め
て
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
。
四
年
間
の
就
労
を
前

提
に
渡
航
費
を
負
担
し
、
移
民
会
社
に
手
数
料
を
支
払
っ
て
い
た
耕
地
主
側
は
大
き
な
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
第
一
回
移
民

の
混
乱
か
ら
、
移
民
送
出
は
し
ば
ら
く
見
合
わ
さ
れ
、
四
年
後
の
一
九
〇
三
年
に
な
っ
て
や
っ
と
第
二
回
移
民
の
送
出
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ペ
ル
ー
側
は
、
夫
婦
の
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
で
、
日
本
人
労
働
者
の
定
着
率
の
改
善
を
図
ろ
う
と
し
た
。
第
一
回
移

民
の
惨
状
を
実
地
調
査
し
本
省
に
詳
細
に
報
告
し
た
今
村
良
治
書
記
生
は
、
明
治
三
五
年
九
月
九
日
付
で
杉
村
通
商
局
長
に
宛
て
第
二
回

移
民
の
選
抜
に
あ
た
り
注
意
す
べ
き
事
項
を
具
申
し
、
「
家
族
携
帯
移
民
ハ
雇
主
ノ
最
希
望
ス
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
出
来
得
限
リ
家
族
ヲ
同

　
　
　
　
　
　
（
7
）

伴
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
移
民
会
社
側
も
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
に
対
し
「
過
般
来
各
雇
主
ヨ
リ
ハ
頻
リ
ニ
第
二
回
移

民
ノ
注
文
申
来
リ
候
得
共
今
回
ハ
充
分
選
択
ヲ
遂
ケ
十
数
耕
主
ノ
内
ニ
テ
従
来
ノ
実
験
二
徴
シ
最
モ
成
績
ノ
能
キ
耕
主
二
三
ヲ
撰
ミ
八
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

名
乃
至
一
千
名
限
リ
渡
航
為
致
度
尤
モ
男
性
百
名
二
対
シ
十
名
乃
至
二
十
名
迄
ノ
妻
ヲ
携
帯
為
致
度
候
見
込
二
御
座
候
」
と
書
き
送
り
、

一
割
ほ
ど
の
夫
婦
移
民
を
含
め
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
森
岡
側
は
現
地
の
耕
地
主
と
結
ん
だ
「
仮
契
約
書
」
と
移
民
と
の
間
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に
結
ぶ
「
契
約
書
」
と
を
外
務
省
に
提
出
し
た
が
、
前
者
に
は
「
第
↓
條
　
森
岡
商
会
ハ
十
ヶ
月
以
内
二
前
書
ノ
耕
地
又
ハ
該
耕
主
ノ
指

定
ス
ル
耕
地
へ
日
本
労
働
者
男
三
百
七
十
五
人
及
ヒ
其
家
族
タ
ル
同
国
籍
ノ
女
百
二
卜
五
人
ノ
労
働
者
ヲ
供
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
シ
（
空
白

H
耕
地
主
名
が
入
る
）
パ
其
択
フ
所
二
従
ヒ
之
ヲ
耕
地
又
ハ
工
場
二
於
テ
使
役
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
ス
（
中
略
）
第
六
條
　
契
約
女
子
労
働
者
ノ
労

働
ハ
義
務
的
ト
シ
第
四
條
二
規
定
シ
タ
ル
方
法
二
従
ヒ
労
働
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
但
家
事
上
ノ
都
合
ニ
ョ
リ
同
時
間
ノ
労
働
ヲ
ナ
ス
能
ハ
サ

ル
場
合
ニ
ハ
協
議
ノ
上
其
為
シ
タ
ル
労
働
高
若
ク
ハ
其
使
役
シ
タ
ル
時
間
二
従
ヒ
テ
賃
金
ヲ
定
ム
」
と
い
っ
た
条
項
が
記
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
移
民
と
の
契
約
書
に
は
、
「
第
卜
四
條
　
女
子
ニ
シ
テ
契
約
労
働
二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ハ
第
三
條
二
従
ヒ
男
子
同
様
ノ
労
働
ヲ
ナ
ス
ヘ

シ
ト
雛
モ
家
事
上
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
同
時
間
ノ
労
働
ヲ
ナ
ス
能
ハ
サ
ル
場
合
ニ
ハ
協
議
ノ
上
労
働
時
問
及
ヒ
労
働
分
量
ニ
ヨ
リ
其
支
払
ヲ
ナ

　
　
（
9
）

ス
ヘ
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
契
約
移
民
の
耕
地
で
の
定
着
率
を
高
め
る
目
的
で
、
第
二
回
移
民
か
ら
は
女
性
の
契
約
移
民
が
一
定
数
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
女
性
も
男
子
同
様
「
義
務
的
」
労
働
を
な
す
こ
と
と
さ
れ
、
家
事
の
都
合
で
労
働
で
き
な
い
時
間
は
賃
金
が
差
し

引
か
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
一
定
の
ノ
ル
マ
が
課
さ
れ
、
そ
れ
を
果
た
せ
ば
男
性
労
働
者
と
同
一
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
契
約
に
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
男
女
の
賃
金
格
差
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
た
ハ
ワ
イ
や
、
後
の
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
労
働
契
約
と
大
き
く
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
回
渡
航
で
は
、
試
験
的
に
渡
航
費
自
己
負
担
で
↓
九
四
名
（
う
ち
、
0
名
が
女
性
）
の
自
由
移
民
が
同
行
し
た
が
、
契
約
移
民
に
限
っ

て
み
る
と
、
全
九
八
一
名
中
ち
ょ
う
ど
一
割
に
あ
た
る
九
八
名
を
女
性
が
占
め
て
い
た
。
一
行
は
一
九
〇
三
年
七
月
末
ペ
ル
ー
に
到
着
し

「
第
二
回
秘
露
出
稼
移
民
各
被
雇
地
分
配
人
員
」
に
つ
い
て
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
、
ラ
・
エ
ス
ト
レ
ヤ
、
サ
ン
・
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

シ
ン
ト
、
ツ
マ
ン
な
ど
の
耕
地
に
配
耕
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
月
二
日
付
で
今
村
良
治
は
通
商
局
長
杉
村
溶
に
宛
て
「
在
ト
ウ
マ

ン
耕
地
第
↓
．
回
移
民
状
況
報
告
」
書
を
送
付
し
て
い
る
が
、
同
じ
第
二
回
航
海
で
ペ
ル
ー
に
渡
っ
た
僧
上
野
泰
庵
が
「
女
子
ノ
労
働
監
督
」

と
な
り
、
女
性
移
民
は
、
主
に
「
草
拾
ヒ
」
「
肥
料
入
レ
」
な
ど
比
較
的
軽
い
労
働
に
就
き
一
日
の
労
働
量
（
タ
レ
ア
）
を
こ
な
せ
ば
、
男
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表1　第二回秘露移民情況表
（1904年6月現在）

　　　耕地　　傭入　追傭　死亡　逃亡　解雇　差引現在

サンタ・バルバラ411｝5511｝541｝5521｝2・11｝18411｝463

ラ・エストレヤ111｝2・11｝51｝1・31｝3111｝16111｝・49

サン・一シント81｝831｝・1｝11｝211｝126i｝68

トウマー　111｝1321｝・1｝・・1｝・1｝8111｝114

バルバディーヨ11｝141｝・1｝11｝11／111／11

合計　811｝9811｝1・61｝7751｝5451｝55711｝8・5

（『日本外交文書』第三七巻第二冊、四一八頁）

子
と
同
一
賃
金
（
一
ソ
ル
）
が
支
払
わ
れ
て
い
た
、
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
こ
に
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

言
及
さ
れ
て
い
る
「
草
拾
ヒ
」
「
肥
料
入
レ
」
と
い
っ
た
労
働
は
、
ハ
ワ
イ
の
砂

糖
黍
耕
地
で
女
性
移
民
が
就
い
て
い
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ペ
ル
ー
で
は
賃
金
の
上
の
格
差
は
契
約
上
存
在
し
な
か
っ
た
。
男
性

の
労
働
は
草
刈
り
、
甘
薦
刈
り
、
甘
庶
植
え
付
け
、
甘
庶
積
み
込
み
と
い
っ
た

も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
タ
レ
ア
の
標
準
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
女
性
の
労
働
に

つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
、
「
五
、
草
拾
ヒ
　
女
子
ノ
業
ニ
シ
テ
五
十
尋
ノ
畝
二
筋

ヲ
以
テ
一
「
タ
レ
ヤ
」
ト
シ
時
々
一
筋
以
上
四
筋
二
至
ル
一
「
タ
レ
ヤ
」
ノ
賃
銀

一
「
ソ
ル
」
　
六
、
肥
料
入
レ
　
是
レ
亦
女
子
ノ
業
ニ
シ
テ
長
サ
八
十
米
突
ノ
畝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

十
八
筋
ヲ
一
「
タ
レ
ヤ
」
ト
シ
此
ノ
賃
銀
一
「
ソ
ル
」
ト
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
今
村
書
記
生
は
翌
一
九
〇
四
年
七
月
、
「
第
二
回
秘
露
移
民
状
況
諸
表
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

作
成
し
六
月
現
在
の
契
約
移
民
の
異
動
を
記
録
し
て
い
る
。
（
表
1
　
そ
れ
ぞ
れ

上
段
が
男
性
、
下
段
が
女
性
を
示
す
）

　
男
性
移
民
が
一
年
弱
の
間
に
五
四
名
の
逃
亡
者
を
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、

女
性
移
民
か
ら
は
八
名
の
死
亡
者
と
五
名
の
解
雇
者
と
が
出
て
い
る
が
、
逃
亡

者
は
全
く
出
な
か
っ
た
。
耕
地
へ
の
定
着
率
の
上
昇
に
は
、
先
行
移
民
の
存
在

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
女
性
移
民
の
導
入
も
か
な
り

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ペ
ル
ー
向
け
移
民
の
送

出
は
日
露
戦
争
の
期
間
一
時
中
断
さ
れ
る
が
、
一
九
〇
六
年
に
再
開
さ
れ
、
以



後
契
約
移
民
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
一
九
壬
二
年
ま
で
毎
年
続
け
ら
れ
、
女
性
移
民
の
姿
も
常
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
結
局
契
約
移
民

と
し
て
ペ
ル
ー
に
到
着
し
た
、
一
八
、
0
0
0
人
強
の
中
で
、
女
性
移
民
の
総
数
は
二
、
二
〇
〇
人
程
で
、
契
約
移
民
全
体
の
約
二
一
％
を

し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。二

　
女
性
移
民
数
の
変
遷

ペルーへの契約移民を通して見た女性移民の位置と役割

　
前
述
の
よ
う
に
、
ペ
ル
ー
へ
の
契
約
移
民
全
体
の
約
一
二
％
を
女
性
移
民
が
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
割
合
に
は
、
時
期
に
よ
り
大
き
な

変
化
が
見
ら
れ
た
。
図
2
は
、
ペ
ル
ー
へ
の
契
約
移
民
の
渡
航
者
数
と
女
性
移
民
の
割
合
と
を
併
せ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
官

約
移
民
の
場
合
に
は
、
ほ
ぼ
毎
年
二
〇
％
前
後
の
女
性
移
民
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ペ
ル
ー
の
契

約
移
民
の
場
合
に
は
か
な
り
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
前
章
で
述
べ
た
第
一
回
か
ら
第
二
回
に
か
け
て
の

事
情
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
が
、
移
住
が
恒
常
化
し
は
じ
め
る
一
九
〇
六
か
ら
一
九
一
〇
年
の
間
、
女
性
移
民
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

合
は
最
大
で
も
四
％
を
越
え
る
こ
と
は
な
く
、
移
民
総
数
も
一
九
〇
八
年
を
例
外
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
全
体
的
に
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
、
女
性
移
民
の
割
合
が
低
か
っ
た
最
大
の
原
因
は
、
契
約
そ
の
も
の
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
耕
地
主
は
、
負
担

す
る
移
民
の
渡
航
費
に
見
合
う
就
労
期
間
を
四
年
間
と
し
た
が
、
そ
の
契
約
期
間
が
長
き
に
失
す
る
た
め
、
結
果
的
に
逃
亡
や
解
約
と
い
っ

た
事
態
に
至
る
と
考
え
た
日
本
政
府
は
、
渡
航
費
を
移
民
自
身
に
負
担
さ
せ
る
か
わ
り
に
、
移
民
は
六
ヶ
月
後
に
は
自
由
移
民
と
な
る
こ

と
も
で
き
る
し
、
ま
た
そ
れ
を
望
む
場
合
に
は
四
年
間
契
約
移
民
と
し
て
労
働
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
契
約
し
た
耕
地
に
そ
の
ま

ま
四
年
間
労
働
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
耕
地
主
が
負
担
し
た
渡
航
費
用
を
、
帰
国
旅
費
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、

新
し
い
契
約
を
結
ば
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
契
約
に
よ
り
、
移
民
は
六
ヶ
月
後
に
自
分
に
有
利
な
耕
地
や
労
働
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
れ
が
で
き
な
く
て
も
四
年
間
は
同
一
耕
地
で
の
労
働
が
保
証
さ
れ
、
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o渡航者数
＋　女性移民の割合

図2　ペルー契約移民渡航数と女性移民の割合
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か
つ
実
質
的
な
賞
与
金
に
あ
た
る
帰
国
費
用
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
耕
主
側
か
ら
見
れ
ば
、
移
民
会
社
へ
支
払
う

手
数
料
の
み
で
移
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
移
民
の
逃
亡
・

解
約
に
よ
る
損
失
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
従
来
渡
航
費
と
し
て
支
払
っ
て
き
た
も
の
を
、
定
着

し
て
四
年
間
就
労
し
た
移
民
に
対
し
て
帰
国
旅
費
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
低
い
経
済
的
リ
ス
ク
で
、
そ
れ
な
り
の
定
着
率

を
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
耕

地
へ
の
定
着
率
を
高
め
る
目
的
で
女
性
移
民
を
導
入
す
る
必
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
相
対
的
に
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
期
間
の
実
質
的
な
六
ヶ
月
へ
の
短
縮
は
、

ペ
ル
i
移
民
の
初
期
か
ら
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
他
地
域
へ
の
転

航
希
望
者
を
刺
激
し
、
移
民
の
流
動
性
を
一
層
高
め
る
結
果
を
も

た
ら
し
た
。
む
し
ろ
、
移
民
募
集
の
際
に
、
こ
の
契
約
期
間
の
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

縮
が
故
意
に
強
調
さ
れ
る
き
ら
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

男
性
の
単
独
移
民
は
、
リ
マ
市
及
び
比
較
的
賃
金
の
高
い
リ
マ
市

周
辺
の
耕
地
に
向
か
っ
て
移
動
を
繰
り
返
し
、
逃
亡
は
か
え
っ
て

増
加
す
る
程
で
あ
っ
た
。
単
独
移
民
に
つ
い
て
恒
常
的
に
み
ら
れ

た
リ
マ
首
都
圏
へ
の
流
入
と
、
小
規
模
商
業
へ
の
参
入
は
次
第
に
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（
1
6
〉

大
き
な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
夫
婦
移
民
は
、
女
性
の
絶
対
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
様
々
な
問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耕
地
に
お
け
る
定
着
率
は

高
く
、
成
績
も
一
般
に
優
秀
で
あ
っ
た
。
耕
地
主
の
な
か
に
は
積
極
的
に
夫
婦
移
民
の
導
入
を
計
画
す
る
も
の
が
現
れ
て
き
た
。
英
国
製

糖
会
社
の
所
有
に
か
か
り
、
従
来
か
ら
日
本
人
移
民
の
最
大
の
受
け
入
れ
先
で
あ
っ
た
カ
ニ
エ
テ
耕
地
で
は
、
率
先
し
て
夫
婦
移
民
の
導

　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

入
に
踏
み
切
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
カ
ニ
エ
テ
耕
地
に
は
一
九
二
一
年
に
、
四
、
七
名
が
入
耕
し
た
が
、
そ
の
う
ち
五
九
人
（
二
二
・
八
％
）
が
女
性
移
民
で
あ
り
、
翌
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

年
に
は
七
七
六
人
が
入
耕
し
、
女
性
は
そ
の
う
ち
一
七
四
人
（
二
．
一
・
七
％
）
と
夫
婦
移
民
の
占
め
る
割
合
が
年
々
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
『

九
一
四
年
の
前
半
に
カ
ニ
エ
テ
に
入
耕
し
た
一
八
四
人
は
全
員
が
夫
婦
移
民
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
カ
ニ
エ
テ
に
入
耕
し
た
日
本
人
移

民
の
総
数
は
、
男
二
、
七
一
二
人
、
女
三
六
三
人
で
、
女
性
移
民
の
割
合
は
漸
く
二
・
七
％
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
ヴ

そ
れ
ま
で
に
ペ
ル
ー
に
入
国
し
た
日
本
人
女
性
移
民
全
体
の
割
合
六
・
八
％
の
倍
近
い
数
字
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
女
性
移
民
に
対
す
る

需
要
の
増
大
を
背
景
に
、
日
本
政
府
側
も
、
女
性
移
民
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
ほ
と
ん
ど
遵
守
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
移
民
契
約
条
項
中
の

年
齢
制
限
に
つ
い
て
、
移
民
会
社
側
の
要
請
に
も
と
づ
き
、
夫
婦
移
民
と
し
て
渡
航
す
る
女
性
の
場
合
に
は
そ
の
適
用
外
と
す
る
と
公
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
通
達
し
、
女
性
移
民
募
集
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
っ
た
。

　
移
民
の
定
着
・
移
動
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
追
跡
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
が
、
東
洋
移
民
合
資
会
社
扱
い
で
、
ア
ン
カ

シ
ュ
県
サ
ン
タ
郡
サ
ン
ホ
セ
・
イ
・
ス
ー
ぺ
砂
糖
黍
耕
地
に
配
耕
さ
れ
た
契
約
移
民
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
て
お
こ
う
。
東
洋
移
民
合
資

会
社
扱
い
第
四
、
五
回
移
民
、
都
合
九
四
名
（
男
七
七
、
女
一
七
）
は
、
一
九
二
年
二
一
月
二
一
日
着
の
武
洋
丸
、
お
よ
び
翌
一
、
一
年
二

月
八
日
着
の
香
港
丸
の
二
船
に
よ
り
カ
リ
ャ
オ
港
に
到
着
し
、
そ
れ
ぞ
れ
契
約
耕
地
に
移
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
単
独
移
民
六
〇
名
、
夫

婦
移
民
一
七
組
三
四
名
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
単
独
移
民
六
〇
名
の
出
身
地
は
、
福
岡
一
四
、
沖
縄
一
一
、
広
島
九
、
岐
阜
・
滋
賀
・
岡

山
各
六
、
熊
本
五
、
福
島
三
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
夫
婦
移
民
一
七
組
は
福
岡
の
一
組
を
除
き
全
て
沖
縄
出
身
者
で
、
一
七
組
と
も
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（
2
3
）

武
洋
丸
便
で
ペ
ル
ー
に
到
着
し
て
い
た
。
契
約
期
間
は
二
年
問
（
な
い
し
五
〇
〇
タ
レ
ア
）
で
、
契
約
満
了
時
に
は
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ポ
ン
ド
が
賞
与
金
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
九
四
名
の
移
民
の
う
ち
、
入
耕
ほ
ぼ
一
年
後
の
一
九
一
二
年
末
に
耕

地
に
留
ま
っ
て
い
た
者
は
三
八
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
更
に
一
年
耕
地
に
残
り
、
契
約
を
満
了
し
た
者
は
二
八
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
二
八
名
の
中
に
は
八
組
の
沖
縄
出
身
の
夫
婦
移
民
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
契
約
を
満
了
し
た
単
独
移
民
は
六
〇
名
中
わ
ず
か
二
一

名
に
す
ぎ
ず
、
死
亡
、
解
約
、
病
気
に
よ
る
日
本
送
還
の
三
名
を
除
く
残
り
の
四
五
名
は
全
て
契
約
を
果
た
さ
ず
耕
地
か
ら
逃
亡
し
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
夫
婦
移
民
一
七
組
の
ほ
ぼ
半
数
に
あ
た
る
八
組
の
夫
婦
は
最
後
ま
で
耕
地
に
残
り
、
契
約
を
満
了
し
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

与
金
を
手
に
し
て
い
た
。

　
一
九
一
四
年
二
月
に
は
、
新
た
に
単
独
移
民
八
四
名
、
夫
婦
移
民
八
組
一
六
名
、
都
合
一
〇
〇
名
が
こ
の
耕
地
に
到
着
し
た
。
こ
の
回

の
移
民
は
、
以
前
に
比
べ
て
契
約
満
了
者
が
多
く
な
り
、
単
独
移
民
で
も
約
半
数
の
三
九
名
が
契
約
を
満
了
し
た
が
、
逃
亡
も
四
三
名
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

て
い
た
。
（
送
還
、
解
約
各
一
名
）
一
方
、
夫
婦
移
民
の
方
は
、
入
耕
し
た
八
組
全
て
が
契
約
期
間
を
満
了
し
た
の
で
あ
る
。
夫
婦
移
民
の

耕
地
で
の
定
着
性
（
契
約
の
満
了
率
）
の
高
さ
は
明
ら
か
で
あ
り
、
他
の
耕
地
で
も
徐
々
に
夫
婦
移
民
の
導
入
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
よ
り
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
諸
物
価
が
急
騰
し
、
ペ
ル
i
産
業
の
活
性
化
は
労
働
需
要
を
急
速
に
高
め
て
い
っ
た
。
ペ
ル
ー
に
お
け
る
慢

性
的
な
労
働
力
不
足
は
更
に
深
刻
と
な
っ
た
。
耕
地
主
は
、
移
民
会
社
側
に
契
約
を
守
り
移
民
供
給
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
に
求
め
る
と

　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

と
も
に
、
労
働
者
を
耕
地
に
引
き
と
ど
め
る
た
め
に
、
賃
金
を
上
げ
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
条
件
の
改
善
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ペ
ル
ー
日
本
領
事
館
側
も
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
日
本
人
移
民
に
有
利
な
契
約
を
締
結
す
る
よ
う
移
民
会
社
に
指
示
を
与
え
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
、
移
民
の
側
か
ら
す
れ
ば
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
よ
り
条
件
の
良
い
耕
地
あ
る
い
は
、
よ
り
活
性
化
し
つ
つ
あ
っ
た
都

市
へ
の
移
動
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
従
っ
て
、
耕
地
主
側
の
働
き
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
移
民
の
移
動
性
は
一
層
高
ま

る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
比
較
的
定
着
性
の
高
い
夫
婦
移
民
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
夫
婦
移
民
に
と
っ
て
も
、

206



賃
金
の
上
昇
、
賞
与
金
の
付
与
期
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
り
、
さ
し
あ
た
り
耕
地
に
定
着
し
就
労
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
た
け
な
わ
の
一
九
一
七
年
に
は
、
一
年
間
で
一
、
八
三
〇
名
の
契
約
移
民
が
森
岡
移
民
合
名
会
社
と
東
洋
移
民
合
資
会

社
の
扱
い
に
よ
り
、
九
ヵ
所
の
耕
地
に
配
耕
さ
れ
る
予
定
で
ペ
ル
ー
に
到
着
し
て
い
る
。
表
2
は
、
カ
リ
ャ
オ
港
に
到
着
し
た
日
本
人
移

民
の
耕
地
別
の
配
置
予
定
者
数
を
男
女
別
に
示
し
、
女
性
移
民
の
割
合
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
耕
地
に
よ
っ
て
女
性
移
民
の
占
め
た

割
合
に
は
著
し
い
差
異
が
見
ら
れ
、
東
洋
移
民
合
資
会
社
扱
い
で
あ
っ
た
タ
ン
ボ
レ
ア
ル
耕
地
で
は
僅
か
五
％
に
留
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
対
し
、
チ
ク
リ
ン
耕
地
、
パ
ラ
モ
ン
ガ
耕
地
な
ど
で
は
女
性
移
民
が
ほ
ぼ
半
数
に
達
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
夫
婦
移
民
で
占
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
全
て
の
耕
地
の
平
均
で
も
女
性
移
民
の
割
合
は
二
割
を
越
え
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
、
一
九
一
七
～
一
九
年
こ
ろ
に
ペ
ル
ー
契
約
移
民
は
ひ
と
つ
の
ピ
！

ペルーへの契約移民を通して見た女性移民の位置と役割

　表2　191ア年・カリャオ港到着移民配耕予定表

耕地　　　男性女性総数女性の割合
カニエテ　　　　　314　　116　　430　　27．0％

ローマ　　　　　　304　　493　　531　　3．9％

サンニコラス　　　296　313　327　　9．5％

ラレト　　　　　　168　　82　 250　 32。8％

タンホレアル　　　142　　　8　　150　　5．3％

サンアクスティン　101　　24　125　19．2％

チクリン　　　　　50　　49　　99　　49．5％

パラモンカ　　　　 36　　35　　71　　49．3％

ブエナビスタ　　　　21　　　4　　25　　16．0％

合計　1，4323981，83021．7％
（「東洋移民合資会社扱秘露移民」第二巻　外務省外交史料

　館「外務省記録」3－8－2一一262、『日本外交文書』大正五年

　第一冊、大正六年第一冊をもとに筆者作成）

ク
を
示
し
た
が
、
同
時
に
こ
の
労
働
需
要
の
拡
大
と
と
も
に
、
さ
し
あ
た
り
耕
地

へ
の
定
着
性
の
高
い
夫
婦
移
民
に
対
す
る
需
要
が
比
例
し
て
高
ま
っ
て
ゆ
き
、
結

果
的
に
女
性
移
民
の
占
め
た
割
合
も
移
民
数
全
体
の
変
化
に
呼
応
す
る
よ
う
に
増

大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
了
し

労
働
需
要
が
減
少
す
る
と
、
日
本
人
契
約
移
民
そ
の
も
の
に
対
す
る
需
要
が
減
少

す
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
夫
婦
移
民
を
求
め
る
必
然
性
も
ま
た
失
わ
れ
、
女
性

の
占
め
る
割
合
が
減
少
し
て
い
っ
た
事
実
も
併
せ
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
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三
　
女
性
移
民
の
労
働
収
入

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ペ
ル
ー
の
契
約
移
民
の
場
合
、
女
性
移
民
も
一
定
の
労
働
に
従
事
し
、
そ
の
限
り
で
は
同
↓
の
賃
金
を
獲
得

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
女
性
は
家
事
な
ど
の
都
合
が
あ
れ
ば
労
働
を
し
な
い
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
そ

の
期
間
賃
金
は
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
基
本
的
に
は
就
労
が
義
務
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
就
労
の
自
由
が
あ
っ
た

こ
と
が
、
の
ち
の
ち
夫
婦
移
民
に
「
副
業
」
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
議
論
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
条
項
は
ペ
ル
ー
移
民
を
送
出
し
た
す
べ
て
の
移
民
会
社
の
契
約
に
共
通
し
て
い
た
点
で
あ
り
、
契
約
移
民
の

全
期
間
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
耕
地
へ
の
定
着
率
を
高
め
る
目
的
で
、
一
定
の
年
（
タ
レ
ア
）
数
労
働
す
れ
ば
賞

与
金
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
夫
婦
移
民
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

　
女
性
が
現
実
に
ど
の
程
度
の
収
入
を
上
げ
て
い
た
の
か
を
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
東
洋
移
民
合
資
会
社
の
扱
い
で
サ
ン
ホ
セ
・
イ
・
ス
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

テ
耕
地
に
入
耕
し
た
移
民
を
再
び
例
に
と
っ
て
見
て
み
よ
う
。
幸
い
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
三
通
の
「
積
立
金
現
在
高
明
細
表
」

か
ら
具
体
的
に
彼
ら
の
収
入
額
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
耕
地
は
東
洋
移
民
会
社
に
対
し
、
男
性
移
民
の
仲
介
手

数
料
が
二
五
ソ
ル
で
あ
る
の
に
対
し
女
性
移
民
の
手
数
料
は
三
〇
ソ
ル
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
る
限
り
多
く
の
女
性
移
民
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

「
供
給
す
る
」
こ
と
を
条
件
に
契
約
を
結
ん
で
い
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
耕
地
の
日
本
人
契
約
移
民
の
日
給
は
一
ソ
ル
ニ
O
セ
ン
タ
ボ
ス

で
あ
っ
た
が
、
現
地
労
働
者
の
日
給
が
一
ソ
ル
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
耕
地
内
で
労
働
者
の
対
立
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
目
的

で
、
耕
地
主
側
が
日
本
人
移
民
に
直
接
渡
す
給
与
は
一
日
あ
た
り
一
ソ
ル
と
し
、
残
り
の
二
〇
セ
ン
タ
ボ
ス
は
移
民
会
社
側
に
振
り
込
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

移
民
会
社
は
そ
れ
を
移
民
の
為
に
積
み
立
て
て
お
く
こ
と
に
し
て
い
た
。
「
積
立
金
現
在
高
明
細
表
」
は
、
移
民
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
労
働
一

日
（
タ
レ
ア
）
あ
た
り
二
〇
セ
ン
タ
ボ
ス
ず
つ
積
み
立
て
た
金
額
が
、
六
ヶ
月
毎
に
ど
れ
だ
け
に
な
っ
て
い
た
か
を
記
録
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
基
本
的
に
、
積
み
立
て
高
は
移
民
各
人
の
耕
地
労
働
に
よ
る
収
入
高
に
比
例
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
六
ヶ
月
間
の
積
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み
立
て
高
を
一
日
（
タ
レ
ア
）
ご
と
の
積
み
立
て
高
O
・
ニ
ソ
ル
で
割
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
月
数
の
六
で
割
れ
ば
、
各
移
民
に
つ
い
て
、
一

月
あ
た
り
の
平
均
就
労
日
数
を
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
表
3
は
、
そ
れ
ら
の
明
細
表
を
も
と
に
夫
婦
移
民
に
つ
い
て
『
覧
表
形

式
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
六
月
二
八
日
か
ら
二
一
月
二
八
日
ま
で
六
ヶ
月
に
つ
い
て
見
る
と
、
夫
婦
移
民
の
中
で
積
立
額
の

最
も
少
な
い
C
妻
で
も
一
九
・
二
日
、
積
立
額
の
最
も
高
い
F
妻
が
二
五
日
（
タ
レ
ア
）
就
労
し
て
い
た
計
算
に
な
る
。
一
九
一
三
年
六
月

ペルーへの契約移民を通して見た女性移民の位置と役割

　　　　　　　　　　表3　積立金明細表一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝ソル）

　　　1912．06．28　　　　1912．12．28　　　　　　　1913．06．28　　　　　　　1913．12。20

　　　　積立高　　積立高　現在高　　積立高　現在高　　積立高　引出高

A夫　　29．30　　28．00　57．30　　26．90　84．20　　16．60100．80

A妻　　3L70　　24．00　55．70　　24。60　80．30　　20．60100．90

B夫　　30．80　　27．30　58．10　　24．20　82．30　　18．10100．40

B妻　　31．90　　23．00　54．90　　24．50　79。40　　21．40100．80

C夫　　30．60　　26．70　57．30　　30．40　87。70　　15．20102。90

C妻　　35．90　　23．00　58．90　　29．20　88．10　　15．10103．20

D夫　　33．50　　26．70　60．20　　29．60　89，80　　12．00101，80

D妻　　31．00　　28。20　59．20　　29．10　88．30　　14．80103．10

E夫　　27．60　　29．40　57．00　　25．30　82．30　　18．40100．70

E妻　　28．70　　2820　56．90　　28．90　85．80　　15・20101．00

F夫　　27．10　　28．70　55．80　　28．20　84．00　　16．20100．20

F妻　　 28．60　　　30．00　　58．60　　　27．20　85．80　　　14．80　100．60

G夫　　28．80　　27．20　56．00　　27．80　83．80　　17．00100．80

G妻　　29．60　　24．60　54。20　　28．90　83．10　　18．80101．90

H夫　　31。40　　25．40　56．80　　27．70　84．50　　16．20100．70

H妻　　29．20　　26．10　55．30　　28．40　83．70　　17．20100．90

東洋移民合資会社・業務代理人・斉藤千之作成「積立金明細表

　外務省外交史料館3－8－2 262をもとに筆者作成）

二
八
日
ま
で
の
次
の
六
ヶ
月
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
夫
婦

移
民
た
ち
は
月
平
均
で
二
〇
・
二
日
～
二
五
・
三
日
就
労
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
夫
婦
移
民
は
揃
っ
て
、
月

平
均
二
〇
日
か
ら
二
五
日
程
就
労
し
て
い
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
の
表
か
ら
、
耕
地
に
残
っ
た
夫
婦
移
民
に
つ
い
て
は
、

そ
の
収
入
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
差
異
の
な
か
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
終
的
な
引
き
出
し
高
は
、
全
員

が
契
約
の
五
〇
〇
タ
レ
ア
を
消
化
し
た
こ
と
を
示
す
一
〇

〇
ソ
ル
前
後
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
夫
婦
移
民

は
揃
っ
て
規
定
の
賞
与
金
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
日
数
に
つ
い
て
見
て
も
、
夫
婦

間
で
か
え
っ
て
妻
の
ほ
う
が
実
就
労
日
数
が
多
い
ケ
ー
ス

が
半
数
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
耕
地
の
八
組
の
夫
婦

の
例
が
ど
れ
だ
け
一
般
化
で
き
る
か
は
、
他
の
史
料
に
よ
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り
更
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
事
例
を
見
る
限
り
、
ペ
ル
ー
に
お
け
る
女
性
の
耕
地
労
働
に
よ
る
収
入
は
、

遜
色
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
ま
と
め

男
性
の
そ
れ
と

　
ペ
ル
ー
に
お
け
る
女
性
契
約
移
民
は
、
耕
地
に
お
け
る
男
性
移
民
の
定
着
率
を
高
め
る
目
的
で
副
次
的
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
基
本
的
に
は
男
性
と
同
じ
労
働
条
件
の
契
約
移
民
と
し
て
渡
航
し
て
き
て
お
り
、
女
性
で
あ
っ
て
も
与
え
ら
れ
た
ノ
ル
マ
（
タ
レ

ア
）
を
こ
な
し
さ
え
す
れ
ば
男
性
と
同
じ
賃
金
が
支
払
わ
れ
、
し
か
も
、
契
約
に
定
め
ら
れ
た
年
（
タ
レ
ア
）
数
契
約
耕
地
で
就
労
す
れ
ば

帰
国
費
用
の
名
目
で
賞
与
金
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
労
働
需
要
の
高
ま
り
と
と
も
に
定
着
性
の
高
い
夫
婦
移
民
の
導
入
を
進

め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
耕
地
主
側
の
思
惑
が
あ
っ
た
が
、
耕
地
に
お
い
て
比
較
的
高
い
定
着
性
を
見
せ
た
夫
婦
移
民
は
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
首
都
圏
に
様
々
な
機
能
が
集
中
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
進
ん
で
い
っ
た
ペ
ル
ー
の
発
展
は
、
地
方

と
首
都
圏
と
の
社
会
的
・
経
済
的
格
差
を
広
げ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ペ
ル
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
な
り
の
経
済
的
利
益
を
上
げ
る
た

め
に
リ
マ
首
都
圏
に
移
動
す
る
と
い
う
の
は
有
効
な
戦
略
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
情
は
、
比
較
的
短
期
間
か
つ
小
資
本
で
利
益
を
上
げ
よ
う

と
し
て
い
た
「
出
稼
ぎ
移
民
」
に
と
っ
て
、
単
独
移
民
、
夫
婦
移
民
を
問
わ
ず
基
本
的
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
単
独
移
民
で

あ
れ
、
夫
婦
移
民
で
あ
れ
、
社
会
的
・
経
済
的
上
昇
を
求
め
る
多
く
の
日
本
人
移
民
は
、
首
都
圏
へ
の
移
動
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
首

都
圏
で
独
立
し
て
小
商
業
を
始
め
る
資
金
を
ど
の
よ
う
に
準
備
す
る
か
と
い
う
点
で
は
、
両
者
は
大
き
な
違
い
を
見
せ
た
。
単
独
移
民
に

は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
で
き
る
だ
け
収
入
の
良
い
首
都
圏
へ
移
動
し
、
そ
こ
で
資
本
の
準
備
を
試
み
る
の
が
得
策
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
た
。
他
方
、
夫
婦
移
民
の
場
合
、
男
女
の
賃
金
格
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
契
約
期
間
を
全
う
す
れ
ば
二
人
分
の
賞
与
金
を
含
め
か
な
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り
ま
と
ま
っ
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
さ
し
あ
た
り
契
約
耕
地
労
働
に
就
く
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で

は
、
家
庭
生
活
に
基
づ
く
「
安
定
」
し
た
生
活
が
夫
婦
移
民
を
し
て
落
ち
着
き
を
も
っ
て
耕
地
労
働
に
向
か
わ
せ
た
と
い
う
「
精
神
的
」

な
側
面
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
結
局
、
契
約
耕
地
に
お
け
る
女
性
労
働
の
収
入
が
男
性
の
そ
れ
と
比
較
し
て
遜
色
の
な
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
契
約
耕
地
で
見
ら
れ
た
単
独
移
民
と
夫
婦
移
民
の
間
の
行
動
の
違
い
は
、
実
は
、
近
い
将
来
を
見
通
し
た
上
で
ど
の
よ
う
に
現
実
の
生

活
を
組
み
立
て
て
行
く
か
と
い
う
極
め
て
「
戦
略
」
的
な
差
異
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
多
く
の
単
独
移
民
が
逃
亡
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
夫
婦

移
民
が
高
い
定
着
性
を
見
せ
た
サ
ン
ホ
セ
・
イ
・
ス
ー
テ
耕
地
の
事
例
を
こ
こ
で
再
三
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
夫
婦
移
民
も
、
約
二
年
後

無
事
賞
与
金
を
手
に
す
る
や
、
八
組
の
う
ち
五
組
ま
で
は
耕
地
を
あ
と
に
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
O
O
一
≦
H
ω
一
〇
Z
O
O
Z
］
≦
匹
≦
○
閃
＞
目
く
＞
U
国
一
〇
。
O
P
＞
Z
H
＜
国
即
ω
＞
閃
δ
U
国
一
＞
H
Z
ζ
H
Ω
勾
＞
9
0
Z
q
＞
℃
O
Z
国
ω
＞
＞
r
℃
国
閃
⊂
”

　
H
Z
H
O
H
＞
9
0
Z
U
国
一
＞
ω
勾
国
び
＞
O
一
〇
Z
国
ω
∪
弓
ピ
○
ζ
＞
目
O
＞
ω
国
Z
弓
即
国
”
国
■
℃
国
勾
C
K
め
［
q
＞
℃
O
Z
一
〇。
認
1
一
〇
。
刈
♪
ロ
ヨ
ゆ
お
o。
一

　
（
ζ
一
ヨ
。
o
y
薯
」
下
器

　
　
一
八
七
三
年
一
〇
月
二
〇
日
付
及
び
一
一
月
一
九
日
付
、
外
務
大
臣
ホ
セ
・
デ
・
ラ
・
リ
バ
・
ア
グ
エ
ロ
か
ら
特
命
全
権
大
使
ア
ウ
レ
リ
オ
・
ガ

　
ル
シ
ア
・
イ
・
ガ
ル
シ
ア
宛
書
簡
（
ペ
ル
ー
共
和
国
外
務
省
文
書
館
＞
零
巳
8
0
窪
霞
巴
密
鼠
O
き
o
旨
霞
置
目
O
B
o
旨
？
＞
）

（
2
）
　
『
太
政
類
典
」
第
三
編
第
八
六
巻
四
、
第
四
編
第
四
七
巻
一
二
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
）
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
」
第
二
八
巻
、

　
日
本
国
際
連
合
協
会
、
一
九
五
〇
年
、
三
八
九
～
四
〇
頁
、
第
二
九
巻
、
一
九
四
九
年
、
三
五
九
～
七
五
頁
、
第
二
五
巻
、
一
九
五
二
年
、
六
五
〇

　
～
二
頁
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

児
玉
正
昭
『
日
本
移
民
史
研
究
序
説
」
漢
水
社
、
一
九
九
二
年
、
一
五
四
頁

前
掲
書
二
二
九
、
一
四
二
、
三
九
一
頁
。
な
お
、
女
性
の
自
由
移
民
は
二
、
八
五
九
名
中
六
六
八
名
で
二
三
・
四
％
に
あ
た
る

外
務
省
編
「
日
本
外
交
文
書
」
第
三
一
巻
第
二
冊
、
一
九
五
四
年
、
二
二
〇
頁

前
掲
書
二
二
二
頁

外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
五
巻
、
一
九
五
七
年
、
七
七
二
頁
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（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

前
掲
書
七
六
六
頁

前
掲
書
七
七
五
～
六
、
七
八
O
頁

外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
六
巻
第
二
冊
、
↓
九
五
七
年
、
四
九
一
～
四
頁

前
掲
書
五
一
八
～
九
頁

外
務
省
編
「
日
本
外
交
文
書
』
第
三
七
巻
第
二
冊
、
一
九
五
七
年
、
四
一
八
頁

日
米
紳
士
協
定
・
ル
ミ
ュ
i
協
定
の
締
結
と
、
ハ
ワ
イ
・
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
北
米
へ
の
転
航
禁
止
と
に
よ
り
、

一
九
〇
八
年
、
一
時
的
に
出
移

　
民
の
動
き
が
ペ
ル
；
に
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
外
務
省
編
「
日
本
外
交
文
書
」
第
四
〇
巻
第
二
冊
、
一
九
六
一
年
、
七
七
六
頁
。
第
四
一
巻
第
二
冊
、
↓
九
六
一
年
、
三
四
五
～
六
頁
。
第
四
二

　巻第

二
冊
、
一
九
六
一
年
、
一
八
0
～
三
、
一
九
七
～
二
〇
〇
、
二
〇
〇
～
二
頁
。
第
四
三
巻
第
二
冊
、
一
九
六
二
年
、
二
四
四
～
五
、
二
五
二
～
三
頁

（
1
4
）
　
外
務
省
編
「
日
本
外
交
文
書
」
第
三
八
巻
第
二
冊
、
一
九
五
九
年
、
三
八
五
～
七
頁
。
第
三
九
巻
第
二
冊
、
一
九
五
九
年
、
二
五
〇
～
五
頁

（
1
5
）
　
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
」
第
四
五
巻
第
一
冊
、
↓
九
六
三
年
、
三
五
四
～
五
頁

　
「
移
民
募
集
人
ガ
自
己
ノ
営
利
心
ヨ
リ
（
中
略
）
北
米
二
転
航
ス
ル
コ
ト
最
ト
モ
容
易
ナ
リ
ト
カ
、
着
後
六
ヶ
月
モ
経
過
セ
バ
逃
亡
勝
手
ナ
リ
ト
カ
」

　
（
三
八
三
頁
）

（
1
6
）
　
前
掲
書
、
三
五
五
頁
「
真
面
目
ナ
ル
移
民
ト
錐
モ
里
馬
出
市
ハ
彼
等
唯
一
ノ
望
ニ
シ
テ
出
市
ノ
後
ハ
理
髪
業
、
飲
食
店
等
ヲ
開
業
シ
自
然
秘
露

　
人
ノ
同
業
者
ト
競
争
ノ
地
位
二
立
ツ
モ
ノ
従
テ
不
少
彼
等
ノ
感
情
ヲ
害
セ
ル
ニ
此
上
限
リ
ナ
ク
本
邦
人
ノ
當
市
二
入
リ
込
ム
コ
ト
ハ
遂
二
排
日
問
題

　
ノ
起
ル
原
因
タ
ラ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ズ
」
。
三
八
三
頁
「
耕
地
二
足
ヲ
止
ム
ル
コ
ト
ヲ
好
マ
ス
シ
テ
里
馬
市
二
出
テ
都
会
生
活
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
自
然
秘
露

　
人
ノ
業
務
卜
競
争
ス
ル
傾
ヲ
生
ジ
随
テ
同
国
人
感
情
ヲ
害
ス
ル
虞
ア
リ
」
、
柳
田
利
夫
「
戦
前
期
リ
マ
首
都
圏
に
お
け
る
日
系
社
会
の
人
口
分
布
と

　
職
業
構
成
」
（
柳
田
利
夫
編
著
『
ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
　
　
都
市
・
社
会
・
生
活
ー
」
同
文
舘
↓
九
九
五
年
）
柳
田
利
夫
「
リ
マ
市
に
お
け
る
レ
チ
ェ

　
リ
ア
と
天
草
郡
出
身
ペ
ル
i
移
民
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